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BN46X ¥449,000（非謀税） ーク一—_――ー←｀｀ー して、さまざまな便利機能を付加した、コストパフォーマ

ンスに優れた、スマートでコンパクトな世界最先週の点字
ディスブレイです。
●点字文書の阻み書きや校正はもちろん、時計、アラーム、
カウントダウン・タイマー、ストッブウォッチ、カレンダー、
霞点など、日常生活の中で便利に使える機能やスケジュー
ル帳、表の集計機能など、身の回りの情報詈理に役立つ機
能を内蔵、これらの機能は、点字ディスブレイ機能と平行
して動作しますので、本体内部の文書を問みながら、バソ
コンを操作することが可能です。
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盟占翡点澁品乳悶『if嘉姦均梵昇迄闊姦温t渇品溢醤）ば翌： I •g盃醤品氣芍盆箆
点字利用の便利さ、有効性を再認匿させ、点字文化をダイナミックに継承して行くIll新便利ツールとして、慧実に漫透、普及し始め
ました。プレイルメモ16は8点16マスの点字表示部と各種入カキーをそなえた、バッテリー内蔵の小型軽■の携帯仕様で、いつ
でも、どこでも手軽にメモを取ったり、時計、電卓、カレンダーなど便利なアクセサリー機能を利用して、日常必要な身の回りの情
報をしっかりと筐理、あらゆる場面で、情報の有効利用ができる必携ツールです。
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Cタイブ：250枚―¥3,500 一m渭l翌慕品pg出雲I厄百零
で自動点字変換され、透明でフ
レキシプルな点字ラベルが作
れます。点字名刺、薬袋、CD、
食事メニュー、階段やエレベータの案内、その他、手軽に点字情
轄を作って、視寛障害者をパックアップしましょう。
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スウェーデンの専門メーカが永年
培つてきたノウハウと最新技術で
生産された、コストパフォーマンス
に優れた高品質な拡大阻書器：
Magnllinkシリーズ。{MLA14、
MLA17、MLC15、MLC、MLP14)

＂油士」 EtlC塁9卒 2J91
苦労して作っていた触図もカブセルベーバ利用のこの装置 スエーデンの専門メーカ、インデックス社の使い易い操作
で蘭II!作成。 性と縫濱性に優れた、点字ブリンタです。
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日韓親善—

愛光、ラパエルの家と姉妹施設に
社会福祉法人愛光（千葉県・千田米

蔵理事長）は社会福祉関係の総合福祉

施設です。創立以来47年、地域や近隣

諸国との交流を進めることを目的の1つ

とし、その一貫として、今回、ラパエル

の家との姉妹友好施設となりました。

韓国のヨジュにあるはさん福祉会は、 一 庄 ー乙

視覚障害者団体を母体に設立され、視覚障害関係のリハピリ施設や点字

図書館等を経営しています。ラパエルの家はその中の重複障害者のため

の入所施設で、 4棟に150名が生活しています。

姉妹施設提携の記念式典の催された 5月には、イ理事長・キム理事

長・チョン施設長が、課長・指導員・設計士ら8名で来日。「韓国では重

度亘複障害者の実態が把握されておらず、日本からの支援が欲しい」と

のことでした。今後、職員の相互派遣研修や親善交流、盲重複障害者の

援助技術に関する共同研究等を行なっていく予定です。

愛光・ラファエルの 家 ＇

姉 h`皮提携記念式

（文／高梨憲司 写真提供／社会福祉法人愛光）



木曜はバザーの日

地域に支援を呼びかける桜雲会
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鍼灸などの専門分野の点字本を作成して

いる桜雲会（東京都・高橋昌巳理事長）は、 し

毎週木曜日、事務所前の駐車場でパザーを ＼ ＇ 

行：；：；。ノート、痒、洋服鞄・。 ここ—::'’'999可
様々な品物が並びます。 3年前に年1回で始めたバザーですが、今は雨天

を除く毎週木耀の開催となりました。品物は、地域の方々が提供してくだ

さるとのこと。出版所長の高橋秀夫さんは「チラシ6000枚を、周辺の区

内を配り歩いたりもします。まずは知ってもらうことが大事ですからね。」

と話されます。

食品を扱わない日は無人で、 募金箱だけ置いて店をひろげているという

桜雲会。収益は、すべてベトナムの視覚障害学生の自立支援に充てている

とのことです。



福祉作業所に「ロビー販売」を

東京都杉並区では、区内

の障害者授産施設などの小

規模作業所を中心に、区役

所のロピーを開放し、その

活動の支援と区民への意識

啓発を行なっています。

昨年9月に区役所入り口

すぐ脇、 1階□ピ一部分に設

杉並区の

取組み

置された「障害者施設販売コーナー」では、区内の小規模作業所がクッキ

ーや手すき葉書、工芸品など作業所の製品を販売しています。「私たちは、

共に働き、学び、だれもがはつらつと生きるまちをつくります（区憲章よ

り）」。障害の重度・重複化で、小規模作業の事業強化が望まれる中、公的

助成の行き届かない小規模作業所も多い現状を鑑みて、活動の一助になる

ようにと始められた取り組みです。

視覚障害者支援総合センターの「チャレンジ」も、月 2回、「絵はがき」

や「大豆どん」などの自主製品とセンターの啓発図書を出店。利用生自ら

が販売を担当し、視党障害者の就労や社会参加について、区民と共に考え

る場にしています。

（文・撮影／橋本京子）



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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